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5～7 事例発表 1回目（1回 2名× 3） 事例発表 1回目
8～10 発表 2回目（1回 2名× 3） 発表 2回目






































































































































































































1 普段あまり話せない先生方と、じっくり話をすることができた 3 9 4 3 1
2 自分の話を多くの先生に聞いてもらえた 3 9 5 2 1
3 自由に話をすることができた 4 13 1 2 0
4 自分の気付かなかった考え方を知ることができた 13 7 0 0 0
5 人はいろいろな考え方を持っているということを、実感できた 15 5 0 0 0
6 自分が経験していない出来事や状況を知ることができた 12 7 1 0 0
7 自分の経験に対して、違った見方を得ることができた 8 11 1 0 0
8 自分自身について見つめ直すことができた 12 7 1 0 0
9 ふだんは話せない自分の考えや意見を、話すことができた 0 16 4 0 0


































































































 1）内閣府　子育て安心プラン（平成 28年 3月 28日）
　http://www.kantei.go.jp/jp/headline/taikijido/（2020/9/14確
認）
 2）幼児教育充実指針 https://www.city.maebashi.gunma.jp/
soshiki/kyoiku/sogokyoikupuraza/gyomu/22975.html
（2020/9/14確認）
　本研究は、2018年度（公財）電気通信普及財団研究調査
助成（「保育業務軽減のための ICTの活用」研究代表・上村
裕樹）、令和元年度岩手県立大学雇用創出研究事業（ICTを
活用した保育の質向上のためのアプリケーション開発」研究
代表・井上孝之）、JSPS科研費（16K00740）の助成を受けた。
本研究の事例の一部は日本保育学会第 73回大会で発表した
ものに加筆、再構成したものである。本研究は園長の承諾の
もと、必要な倫理的配慮がなされた上で行われた。
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